
新・多世代交流サロン（向こう三軒両隣）助成 
 

〇趣旨 

令和４年度から、地域で高齢者や子どもなどが交流する居場所づくりの助成金

を交付しています。これに引き続き令和８年度からは、住民同士が気にかけ合う

地域づくりを、また「向こう三軒両隣」で支え合うつながりづくりを推進するた

めの助成金を交付します。 

当事業は、「中村一彦･鈴子 守山ほたるの子基金（※1）」の財源を活用し、守山

市社会福祉協議会（以下「本会」）が策定する「守山市地域福祉活動計画（※2）」

に基づき実施するものです。 

 

〇対象となる団体 

多世代交流サロン（年額３万円）の助成を通算３回（年度）受けた自治会で、

年３回以上の「多世代交流サロン」を継続実施する自治会 

 

〇金額 

年１万円 

 

〇対象となる取り組み（いずれの要件も満たしてください。） 

要件１ 「多世代交流サロン」を年３回以上実施してください。内容は問いま

せん。地域の交流につながる事業としてください。 

要件２ 「多世代交流サロン」に関連させて、地域で考えられた「向こう三軒

両隣」の意識を高める取り組みを年 1 回以上実施してください。 

 

 

―本会職員が考えた取り組みの例― 

・向こう三軒両隣に関する学習をする 

・各回の参加対象者を地区別にする 

・参加者どうしで手紙を書く 

・行事の案内とともに困りごとがないか必ず聞くようにする 

・軽い体操やふれあい活動を取り入れる 

・案内の回覧を次の人へまわすとき、必ず一言メッセージを添えて

もらうようにする  など 

 

 

注意 取り組まれる内容は、他の補助金等と重複させないでください。 

（例：市による「わ」で輝く自治会応援報償事業など） 

多世代交流サロンの助成を通算３回(年度)受けられた自治会 

泉町、勝部、焔魔堂、二町、レックス弐番館、石田、大曲、  

北川ニュータウン  （計８自治会）  



 

〇申請・選考など 

６月末日までに、申請書と請求書を本会へ提出してください。 

申請された事業の目的・効果・継続性・資金使途内容・先駆性・地域性などを

総合的に判断し、助成する自治会を決定します。 

 

〇助成金の交付 

決定した自治会へ１万円を交付します。（口座振込による。） 

 

〇実績報告 

事業の完了後、すみやかに実績報告書を本会へ提出してください。 

＊実施状況のわかる資料（チラシや写真など）を添付してください。 

 

○その他 

・実績報告書の内容に基づき、成果等を公表する場合があります。 

・申請および報告に虚偽がある場合は、助成金の返還を求めます。 

 

 

 

※1「中村一彦･鈴子 守山ほたるの子基金」について 

故中村一彦･鈴子ご夫妻は、若者の教育に熱意を抱かれ、その健全な育成や活躍を望ま

れる中、多額の浄財を本会へ寄附されました。本会では、この尊い遺志を受け、貴重な財

源として各種事業に活用させていただいています。 

 

※2「守山市地域福祉活動計画」について 

第４次守山市地域福祉活動計画(令和４～７年度)と第５次計画(令和８～１２年度)は、

いずれも「つながり 支え合って ともに生きるまちづくり」を基本理念としています。 

第４次計画では、ともに支え合う地域(マチ)や安心して参加できる居場所づくりを、ま

た第５次計画では、隣近所が日頃から声をかけやすい雰囲気や向こう三軒両隣で支え合う

つながりづくりをめざし、この助成事業を実施しています。 

 

 

 

お問い合わせ 

守山市社会福祉協議会（すこやかセンター内） 

 電話･有線 583-2923  


